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1950 年 6 月 25 日に人民軍の攻勢が始まって 28 日にソ
ウルを占領し、米国は30日に米地上軍の投入を決定した。





還した。10 月 1 日に国軍、7日に国連軍が 38 度線を越え
て北進を開始した。米軍は 10 月 24 日に朝鮮半島の満州
国境まで北上し、人民軍は満州で戦列を再整備する一方、
後方で第 2戦線を組織していった。また、中国は 10 月 19
日に人民義勇軍を組織して鴨緑江を渡り始め、これに
よって朝鮮戦争は米国と中国の戦闘場へと変貌した。12
















1951 年 1 月 4 日には共産側がソウルを再び占領して、
同月中旬以来は防衛に転じたが、これに対して国連軍は
制限的な反撃をかけ始め、3月 15 日にはソウルを再び収




















ジ（John Reed Hodge, 1893 年 ~ 1963 年）が率いる米軍行
政部（USAMGIK、1945-1948）は、一方的に右翼陣営を
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た。戦争は 130 万人の死亡者を含む 400 万人の死傷者を






































門刑務所に収監中の 12 月 24 日に獄死してしまった。ま
た、9.28 収復と前後して多くの美術家たちが越北した。





























































































































































































































































































100. BULLETIN Vol.62  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
連帯を形成できる友であると位置づけることができたの
だ。このようなイデオロギーの拡散工作は国家レベルで
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などの雑誌が主な機関と個人に無料で配布されており、
1957 年頃には『タイム』と『ニュースウィーク』がそれ
















































































１　文教部が集計した 1953 ～ 1966 年の間に海外留学認定選抜




２　summer time、韓国では 1949 年 4 月に大統領令第 74 号「日
光節約時間制の制定に関する件」によってこの制度を実施し
た後、その実施期間の調整はあったが、1960 年まで実施され
1961 年 5 月 1 日に政令第 250 号により廃止された。
３　1951 年 12 月に結成され、約 10 年間存続した韓国の保守政
党。
102. BULLETIN Vol.62  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
４　韓国で 1950 年 6 月 1 日から始まったが、法律に制定された
のは 1948 年に憲法が制定・公布されて以来、1949 年 12 月に
教育法が公布され 1952 年に教育法施行令が制定された。教育
































ンボムは 7回（2-8 回）などで、西洋画部でイ・ジョンウが 7














































う人格のないの残骸のようなものだ」と批判し、1970 年度 A.G. 
3 号でオ・グァンスは「主体性を持った表現運動としての領域
を確保できないまま、ただ中途半端な模倣と亜流の渦であえ
いで疲れてしまった姿を私たちの現代美術の中から読み取る
ことができた。そして、私たちは受け入れていることからも
それがどれほど消極的な姿勢なのかを悟らざるを得ない。私
たちの現代美術の中から発見されるエラーは、他ならない積
極的な導入から得られる理念と論理の不在だったことを発見
することになった」と批判している。
